
[大会名]平成 29 年度茨城県民総合体育大会兼国民体育大会茨城県大会全国高等学校総合体育大会茨城県予選会 

[試合番号]A3 [開催日]2017/6/23 
試合会場レポート 

[会場]結城市鹿窪運動公園かなくぼ総合体育館 

[観客数]1000 [開始時間]13:11 [終了時間]14:12 [試合時間]1:01 

[主審]横須賀 威之 [副審]今泉 隆行 [記録員]木村 拓矢 

男子：決勝戦 

土浦日本大学高等学校 27 
第 1セット 

【 0:26】 25 水戸啓明高等学校 

監 督：福田 誠 27 
第 2セット 

【 0:32】 25 監 督：後藤 達哉 

コーチ：吉田 達也 

2 
 

第 3セット 

【  :  】  

0 
コーチ： 

【 】内はセット時間 

戦 評 

 決勝戦は、関東大会県予選に続き初優勝を目指す水戸啓明高等学校と、３年ぶりの優勝を目指す土浦日本大

学高等学校の対戦となった。両チームは関東大会県予選決勝でも対戦した、因縁の対決となった。 

 第１セット、序盤は一進一退の攻防が続いた。中盤、水戸啓明は内山のライトからのスパイクを皮切りに、

スパイクサーブなどで３連続ポイントをあげる。その後も水戸啓明は連続ポイントを奪うが、土浦日大は鈴木

(駿)のクイックなどでくらいつき、水戸啓明のミスをついて一気に追いつく。終盤は水戸啓明が内山、土浦日

大が江澤を中心に攻めデュースまでもつれ込んだが、最後は土浦日大が横田の連続アタックポイントでセット

を先取した。 

 第２セット、序盤は両チームのブロックポイントから始まり、一進一退の攻防が続いた。水戸啓明は内山が

ネット際の攻防を制してポイントを奪い、土浦日大は江澤のスパイクが冴え渡り、僅差のまま終盤までゲーム

が進む。最後はこのセットのおよそ半分の得点をあげた江澤が、レフトからのスパイクでマッチポイントを奪

い、土浦日大が関東大会県予選決勝の雪辱を果たして３年ぶり 11 回目の全国大会出場を決めた。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 小薗 雅貴 

 


